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3 つの日本一が結びつける
埼玉県と自転車の深い関係

　我が埼玉県は非常に自転車に適した
環境が揃っているといえるでしょう。
それを裏付けるのが3つの日本一のデー
タです。ひとつ目は平成20年のデータ
で県民一人当たりの自転車の保有台数
が 0.76台と日本一になっていること。2
つ目は勾配が緩やかな平地面積が全国 1
位であること。3つ目に河川沿い（利根

ばれていると感じられますね。

夢は自転車で日本一周！
向かい風を体感した
正月の思い出

　自転車は好きですね。じつは早い時
期から自転車で日本一周したいと思っ
ているんですよ。いまだに実現してい
ませんが、所沢に住む古くからの友人
が20歳と還暦で 2回も日本一周してい
まして、それを見ているといいなぁと
思っています。自分で乗ることはなか
なかないですが、一度面白いことをや
りましたよ。リーマンショックがあっ
た翌年の正月 2日に、いわゆるママチャ
リで女房と 2人で県庁のあたりから葛
西臨海公園まで往復しました。約90km
の道のりだから平均時速 15kmとして
6時間で戻ってこられる計算ですね。お
昼くらいに出発して、行きは平均時速
20kmくらいで行ってしまったんです。
ずいぶん速いペースで、私もまだまだ
パワフルだと思ったんですね。ところ
が帰り道になるとすごい向かい風が吹
いていて時速 10kmになってしまった。
結局最初の計算どおり平均時速 15km
だったんです。
　そこでわかったんです。人間という
ものは、追い風を受けているときは感
謝しないで自分の力だと思い込んで、
向かい風だけやかましく言っていると。
まさにリーマンショックのときも追い
風には感謝せずにうまくいっていたけ
れども、真価が問われるのは向かい風
が吹いたときだと！　こういう新年の
挨拶ができました。人生も一緒ですね。

秩父の山間部や
さいたまクリテリウムなど、
乗って観て楽しめる

　スポーツとしての自転車が盛んなの

川および江戸川）に整備されているサ
イクリングロードが、長さ日本一を誇っ
ていることです。
　これらのデータから坂が少なく平地
の多い土地柄によって、通勤や通学な
どの手段として自転車が支持されてい
るのがわかります。また自転車を楽し
むという側面からみると、サイクリング
ロードが整備されていることは魅力的で
すね。日本一なのがもう一つあって、快
晴日数が平成21年から全国1位を8年

も埼玉県の特徴ですね。古くから秩父
宮杯を冠したロードレースが行われて
います。かつては県を縦断するルート
でしたが、平成20年からは山間のルー
トが設定できる秩父市に限定していま
す。本格的にロードバイクが楽しめる
アップダウンのある環境は、自転車
競技を楽しむみなさんからも高い評価
をいただいています。大宮と西武園と
県内に競輪場が 2つあり、秩父市には
BMXコースがあるなど、施設的にも充
実していますね。
　また郊外部の河川沿いや山間の道は
環境が良いので、都内などから愛好者
に来ていただいている。生活用具とし
ての自転車だけでなく、スポーツサイ
クルにとって安全な道路を整備してい
く、より埼玉県に来ていただける環境
を整えていきたいと考えています。

連続で継続しているんです。このあたり
も自転車を利用しやすくしていますね。
　これは偶然なんですが、江戸時代に
いまの本庄市の庄田門弥という人が陸
船車という自転車のルーツともとらえ
られる乗り物を作っています。いまで
も設計図が残っており復刻した物が実
際に動きます。そして現代になるとブ
リヂストンサイクルやホダカなどの自
転車メーカーも埼玉県内にあります。歴
史的にも埼玉県と自転車は深い縁で結

　また、さいたま市の清水市長のリー
ダーシップにより日本で唯一、世界 3
大ロードレースであるツール・ド・フ
ランスを冠したツール・ド・フランスさ
いたまクリテリウムが行われています。
県としても自転車をもっと広めるため
に、サイクルエキスポというイベントを
さいたまスーパーアリーナで大々的に
行っていて、親子連れや本格的な競技者
まで多くの方に来場いただいています。
　いっぽうで埼玉県にとって自転車が
多いのは大変良いことなのですが、自
転車の交通事故が多いのも現状です。
自転車も車両であることを徹底してい
きたいですね。歩行者も自動車も丁寧
に信号を守るのに、自転車だけが自由
勝手なところがある。小回りも利いて
運転しやすいんでしょうけれども、自
転車事故も増えていて命に関わること
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今号から新たにはじまった「知事に聞く」。日本全国47都道府県を自転車で楽しむため、
行政の長である知事に、自転車にまつわるプライベートな話も盛り込みながら、その土地の魅力に迫っていく。

第1回は埼玉県の上田清司知事に聞いた。
文 ◎ 猪俣健一　写真 ◎ 田中苑子
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埼玉県知事 上田清司

◎PROFILE
1948年生まれ福岡県出身。高校時代はバレーボール
部の主将を務めたこともあるスポーツマン。大学院
時代に所沢で学習塾を開業。1993年から衆議院議員、
2003年より埼玉県知事として数々の改革を進めたほ
か、日本一の生涯スポーツ県づくりにも邁進している。

もあります。自転車に乗る方には、意
識を高めていっていただきたい部分が
あります。

自転車をはじめとした
通勤時の運動が

県民の健康増進に貢献

　健康長寿と自転車との相関関係につ
いて、正確に量ったようなデータは残念
ながら見たことがありません。ただ埼玉
県は 6番目に県民の平均年齢が若い県
です。医療費も 6番目に少なくてもい
いはずなんですが、一人当たりの医療
費が日本一少ないんです。正直この原
因はよくわからないんです。健康寿命
も男性全国 2位、女性が 29位とずいぶ
ん差があるんです。
　この違いについてあくまでも憶測で
すが、通勤通学者が神奈川県に次いで 2
番目に多いことがあるんじゃないかと
考えています。神奈川は横浜と川崎に
人口が集中していて郊外部が薄く駅に
近く恵まれた環境の人が多い。埼玉県
の方が若干ですが広い面積に人口が広

がっている。さらに平坦であることで、
自転車や徒歩を手段としやすいために、
駅へと急ぐことで必然的に運動量が増
えるんですね。それで知らず知らずの
うちに健康になっているんでしょうね。

風と空気を感じられる
日本一のサイクリングロード！
輪行の併用なら観光も楽しめる

　埼玉県を自転車で楽しむ秘訣は 2つ
です。まずは川沿いのサイクリングロー
ドを楽しむ。車との遭遇を気にせずに
風景を堪能し、風と空気を感じるコー
スが日本一です。もう一つは比較的に都
心に近く、比企丘陵郡の頂上まで 800m
ほどの丘陵と小高い山が八高線沿いに
あります。輪行を併用すれば魅力的な
場所を集中して堪能できます。
　私のオススメは新幹線で大宮まで来
て、川越あたりまで電車で移動して、徒
歩で蔵造りの町並みを眺めて観光も楽
しんでいただくことです。そこから自
転車を組み立てて比企丘陵郡に入って
いくルートは充実したサイクリングが

できますね。また所沢から入間、飯能
を通って秩父へ。ほかにはトトロの森
を感じるなど、さまざまな楽しみかた
があります。
　首都圏のみなさんはもちろんですが、
日本全国から埼玉県の魅力を体感しに
来ていただきたいですね！

●ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム
2013年からさいたま市で開催されているツール・ド・フランスの名
を冠した世界初のクリテリウム大会。ツール・ド・フランスの総合優
勝者をはじめとした世界レベルのトップレーサーに加え、日本人選
手も参加し、白熱のレースが繰り広げられ、毎年多くの観客で盛り
上がる。さいたま市主催で、埼玉県も共催している。

●世界最古の自転車ともいわれる「陸船車」
江戸時代中期の享保 14年
（1729 年）に庄田門弥によ
り本庄市で作られたとい
う陸船車。足踏み式の四
輪車で、時速14kmで走り、
坂も上れたという記録が
残っており、世界最古の
自転車機能をもつ乗り物
とされている。

●自転車保有台数が全国トップレベル
平成20年の県民 1人あたりの自転車保有台数が0.76台と日本一に
なった埼玉県（自転車協会調べ）。平成30年のデータでは、1世帯当たり

保有台数が 1.503台と埼玉県は全国 3位とトップクラスを維持し、
保有台数についても450万7000台と全国 3位だ（自転車産業振興協会調べ）。

広告

ナショナルチームの活躍を支える
エアロヘルメット

日本ナショナルチームが採用するカブトのヘルメット。エアロ・R1はロードやトラックで
主に使用されるヘルメットだ。オートバイレース用ヘルメットデバイスとして開発された
空力機能「ウェイクスタビライザー（特許NO.4311691）」を後部に設けたことで乱流を
整え、ロングテールのヘルメットと同様の空力性能を誇る。
同時に求められるのが、溜まった熱気を輩出するクーリング性能だ。こちらにおいてもエ
アロダイナミクスを妨げることないエアルートを確保。ヘルメット内部に風を通過させる
ことでライダーの疲労を軽減する快適性を実現した。さらに取り外し可能なシールドを
標準装備し、メガネとの同時使用も可能となっている。
このヘルメットを使用した橋本英也と梶原悠未が8月に開催されたアジア大会のトラッ
ク・オムニアムで金メダルを獲得。また10月に開催されたロードレース、おおいたアーバ
ンクラシックでも使用され、若手中心のナショナルチームが躍進し石上優大が優勝を果
たしている。エアロ・R1は、日本ナショナルチームの活躍を支える影の立役者といえる。

■お問い合わせ：オージーケーカブト
　www.ogkkabuto.co.jp　TEL.06-6747-8031

●サイズ：XS/S、S/M、L/XL　●カラー：全8色
●参考重量（シールド未装着）：
　195g（XS/S）、205g（S/M）、235g（L/XL）
●公益財団法人日本自転車競技連盟公認

AERO-R1（エアロ・R1）  21,000円（税抜）

埼玉県と自転車
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　2004年、日本のロードレースファンは嬉

しいニュースに胸を躍らせた。弱冠21歳の

別府史之が、当時ツール・ド・フランス連

覇中のUCIプロチーム、ディスカバリーチャ

ンネルとプロ契約を結んだという知らせだ。

それはつまり、1996年きりとなっていた日

本人の再びのツール・ド・フランス出場の

可能性であり、前人未到の完走への期待ま

でも含む朗報だった。そして蓋を開けてみ

れば、2006年にはロード・個人TTで全日

本選手権二冠達成、2008年にはアジア選手

権で優勝、2009年にツール・ド・フランス

初出場を果たせば最終日のパリ・シャンゼ

リゼで果敢な逃げを見せ敢闘賞を獲得し、

完走と、日本の第一線はもとより世界のトッ

プレベルで活躍を続ける選手へと成長を遂

げた。35歳となった現在も、ロードレース

の最高峰UCIワールドツアーチームに所属。

　しかし別府は負けず嫌いだった。自分自

身という最大の難敵に打ち勝ち、再び自転

車にまたがった。「顔をケガするまでは、そ

こそこ走れていましたが、プロになるレベ

ルからはほど遠かったと思います。2位や 3

位、入賞は多かったけど勝てなかったんで

す」プロになるには勝利が必要、それは別

府本人も痛感していた。それが大落車を経

て、「俺はプロになるためにフランスまで来

たんだ」と発奮。それまでにないハングリー

さでプロ選手への登竜門ジロ・バッレ・ダ

オスタのステージ優勝をもぎとった。

　ロードのプロ選手の平均的なキャリアが

6年そこそこだといわれるなかで、別府が

迎えるのはプロ15年目のシーズンだ。その

長いキャリアの全期間にわたり、ナショナ

ルチームの一員に選抜され、世界選手権や

これほどのプロのキャリアを誇る日本人は、

別府の他にいない。

　小学生の頃から負け無しだった。家族旅

行も兼ねていた全国各地でのMTBレース

では、25連勝したらしい。らしい、という

のは本人も正確な数を覚えていないからだ。

野球にバスケに水泳、陸上とスポーツ大好

き少年だったが、それは「人と競うのが好

き」だから。生粋の勝負師は、陸上競技で

も市内大会で優勝するほどだったが、「全て

は自転車のためでした。こんなに夢中にな

れるスポーツは他にない」くらいに自転車

が心の中を占めていた。兄がすでに自転車

選手だったことから、若くして本場ヨーロッ

パを志向した。しかし、ジュニアカテゴリー

でチャンピオンになり、日本で土台を固め

てから西欧に挑戦しようと高校進学を選択。

1、2 年生次に高校選抜を 2連覇。すでに

オリンピックといった国際大会を走り続け

てきた。日本代表として走った数多くのレー

スの中でも、2008 年のアジア選手権と2018

年のアジア大会が思い出に強く残っている

という。奈良県で開催されたアジア選手権

では優勝、そして今年ジャカルタで開催さ

れたアジア大会は、2位。5名に絞られた先

頭グループのスプリント勝負で先行したも

のの、フィニッシュラインまで 5mのとこ

ろでカザフスタンのルツェンコに逆転を許

した。悔しさをにじませる。「絶好のタイミ

ングでスプリントを開始。万全でしたがフォ

トフィニッシュになり、最後は力負けでし

た。4年に一度のアジア大会で日本に優勝

を持ち帰りたかったんですが」とはいえ、

ルツェンコは自転車強国カザフスタンの現

チャンピオン。別府だからこそ彼と伍
ご

して

国内に敵はいなかった。日本代表としてナ

ショナルチームのジャージを初めて着たの

もこの頃だ。17歳の夏、カナダで行われた

ジュニアのワールドカップレースで海外の

スピードを実感。日本とは違う速度のレー

スに、生来の負けず嫌いが刺激された。高

校 3年生でアジアチャンピオンに輝き、単

身フランスへ渡り現地のアマチュアチーム

で活動。そこでの活躍が目に留まり、2005

年のプロデビューへとつながっていく。まっ

たく順風満帆なストーリーである。しかし

本人は、「あそこで挫折しなければ、プロに

はなれなかった」と振り返る。あそことは、

U23の 2 年目、20歳の時の大落車のこと。

顔を30針縫う大ケガに、自転車を止めよう

と本気で考えた。故郷から遠く離れたフラ

ンスの孤独の中で、プロ選手になるという

夢は消えかけた。

戦えたともいえる。渾身のガッツポーズは

それだけ僅差だったことを表している。

　プロとして長きに渡るキャリアの秘訣を

訊くと、「1 年 1 年の積み重ねです」と慎ま

しくも実直な答えが返ってきた。「ケガや病

気もなく続けてこれたのは、練習とケアを

しっかりと積み上げてきたから」と語る別

府の目線の先には、2020年の東京がある。5

年前に東京五輪が発表された際は、ずいぶ

ん先のことに感じたというが、今も別府は

日本のトップ選手だ。「生まれ育った土地で

のレース、夢の舞台に気持ちが高まります。

ここまでやってきたことを積み重ねて、トッ

プであり続けたい。キャリアの集大成とし

て、すべてを出し切る覚悟です」

　日本を背負い駆け続ける第一人者の覚悟

は重く、そして確信に満ちている。

負け知らずの少年時代
しかし挫折が、プロへの扉を開いた

積み重ねてきた
経験と自信
キャリアの集大成
2020への覚悟

● PROFILE
1983年 4月10日生まれ。高校生時に国内タイトルを総なめに
し、渡仏。2005年プロ入り。14年間のキャリアにおいて、日本
人初のツール・ド・フランス完走や２度のオリンピック出場など、
常に日本を代表する選手として活躍している

ヒーローたちの肖像①

アジア大会ロードレースでは銀メダル、

翌日の個人TTでは銅メダルを獲得した

アジア大会を支えた若いボランティアたちと笑顔で記念撮影 僅差のスプリント勝負となったアジア大会男子ロードレース
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　4年に一度、開催されるアジア競技大会（以

下アジア大会）が、2018年夏、インドネシア

にて開催された。アジア大会は、アジア最

大のスポーツイベントで、今回も首都ジャ

カルタでの盛大な開会式を皮切りに、41競

技465種目で熱戦が繰り広げられ、自転車

競技も約2週間にわたり、24名の日本代表

がナショナルフラッグを胸に戦った。

　パイナップル畑を駆け抜けるMTBクロス

カントリーでは沢田時が 6位。ロードレース

では、途切れることのない観客たちの熱狂が

選手たちを出迎え、数的不利をはねのけて、中

根英登がすばらしいチームワークで別府史之

を2位に送り込むと、女子でも與那嶺恵理が

個人TTで力走。しかし金メダルにはわずか

0.16秒差及ばず、2位となった。

　なんとしても欲しい金メダル。期待が高

まるなかでスタートしたBMXでは、女子

の畠山紗英が決勝で転倒するアクシデント

に見舞われ 8位。彼女の悔しさは、ともに

決勝に進んだ長迫吉拓と吉村樹希敢の背中

を押す。そして下馬評どおりに長迫がスター

ト後から危なげなく先行し優勝。大会 8日

目に自転車競技初の金メダル獲得となった。

　「危ない面もあったが、自信はあったの

で積極的に走った。勝たないといけないプ

レッシャーのなか勝つことができた。これ

は東京オリンピックへ向けて良いステップ

になったと思う」。首にかける金メダルの重

みに嬉しさを感じながら、勝負のバトンを

最終種目となるトラックの日本代表に託し

た長迫。注目が高まる逸材だ。

　そして、5日間の日程で新設されたヴェ

ロドロームにて開催されたトラック種目。

2018年より本格始動したブノワ・ベトゥ、

イアン・メルヴィン、両ヘッドコーチのもと、

日本は総勢25名を超える大きな代表チーム

を編成した。短距離チームは、深谷知広が

スプリントで銀、ケイリンでも新田祐大が

銀メダルを獲得。チームスプリントは、深

谷と新田が予選でベストタイムを更新して

銅メダルを獲得。また、秋からのシーズン

に向けて肉体改造に取り組む中距離チーム

は、万全な調子ではなく苦戦を強いられた

が、男女チームパシュートで銅メダル、複

合種目のオムニアムでは橋本英也と梶原悠

未がともに金メダルを獲得した。

　梶原は「アジア選手権で 2連覇している

ので、今回は金メダルだけを狙った。たく

さんの方々に感謝の気持ちを伝えたい」と

ホッとした笑顔をみせる。

　一方の橋本は「仁川大会では運が良くて

勝ったが、今大会では実力で勝つことがで

きた。強さを証明できたと思うし、手応え

がある。次はワールドカップや世界選手権

での優勝をめざしたい」と抱負を語る。

　自転車競技は今回のアジア大会で14のメ

ダルを獲得。多くの種目でメダル獲得でき

たことは、国内外への大きなアピールとなっ

たが、世界を見据えるうえでアジアは通過

点。東京オリンピック、そしてその先に向

けて、さらなる戦いが続いていく。

少数精鋭で
アジアをリード
アジア大会メダリスト一覧
●金メダル
・BMX 男子／長迫吉拓
・トラック 男子オムニアム／橋本英也
・トラック 女子オムニアム／梶原悠未

●銀メダル
・ロードレース 男子個人ロード／別府史之
・ロードレース 女子個人TT／與那嶺恵理
・トラック 男子スプリント／深谷知広
・トラック 男子ケイリン／新田祐大
・トラック 男子個人追抜／近谷涼

●銅メダル　
・ロードレース 男子個人TT／別府史之
・ロードレース 女子個人ロード／與那嶺恵理
・トラック 男子チームスプリント／
　　雨谷一樹・新田祐大・深谷知広
・トラック 男子団体追抜／
　　一丸尚伍・今村駿介・近谷涼・橋本英也・ 沢田桂太郎
・トラック 男子マディソン／
　　橋本英也・今村駿介
・トラック 女子団体追抜／
　　橋本優弥・吉川美穂・中村妃智・梶原悠未・鈴木奈央

2018 ジャカルタ・パレンバン アジア大会総括

日本が掴んだ
14個のメダル
8月にインドネシアで開催された4年に一度のアジア大会。
アジア大会は、アジア版オリンピックともいわれ、
自国開催の東京オリンピックでの活躍をめざす
日本にとって、非常に重要な意味をもつ。
自転車競技では、トラック、ロード、BMXで
合計14個のメダル獲得した。

文・写真 ◎ 田中苑子

アジア王者としてオムニアムでリード
する梶原悠未。昨季はワールドカップ・
オムニアムで２勝し、世界からもマー
クされる存在になった

東京オリンピックに向けて強化が進む男子ケイリンは
新田祐大が僅差の銀メダル

男子チームスプリントでは雨谷一樹、新田祐大、
深谷知広が銅メダル

男女ともに銅メダルを獲得し笑顔をみせるチームパシュートの
代表選手たち

アジア大会の男子オムニアムで2連覇を達成した橋本英也

得意の登坂区間でリードする與那嶺恵理。ロードレース3位、
TT2位

スタート直後より先行した BMX 長迫吉拓。スタート直後からリードし
続けて金メダルを獲得

ヒーローたちの肖像②
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　昨年よりスタートしたUCIアーバンサイク
リング世界選手権。BMXフリースタイルパー
クとトライアル、MTBエリミネーターの都市
型のサイクリングスポーツを一挙に行い、こ
れまでの自転車競技とは異なり、ジャンルの
垣根を越えた世界選手権として開催されてい
る。舞台は昨年と同様の中国・成都市の都市
部であり、多くのギャラリーを集めた。東京
オリンピックから正式種目として採用された
BMXフリースタイルパーク。なかでも注目は

女子の大池水杜と男子の中村輪夢だ。
　この大会で昨年、僅差でメダルを逃し4位
に入った大池。2年連続で全日本タイトルも
獲得し、日本のBMXフリースタイル女子選
手の第一人者といえる存在だ。今季はフラン
スで開催されたワールドカップ第2戦で念願
の初優勝を果たすなど、ワールドクラスのトッ
プ選手として世界タイトルを目指し、この大
会に臨んだ。予選では最大のライバルともい
えるアメリカ勢らが失敗するなかで、安定し

て持ち技を繰り出すスムーズなルーティーン
により、78.9ポイントでトップ通過を果たし
た。準決勝も2本目を失敗するものの8位で
通過した。しかし、ここでトップに立ったア
メリカのペリス・ベネガスが獲得したポイン
トは予選の大池を大きく上回る87ポイント。
昨年の4位を上回りメダルを獲得するために
大池に求められたのが、高得点を獲得できる
難易度の高い技を繰り出すことだった。
　決勝直前にこれまでに練習を重ねてきたも

のの試合では初挑戦の、ジャンプを飛びきっ
たバックフリップとテールウィップを組み込
むことを選択した大池。メダルはもちろんの
こと、世界タイトルを獲得するために避けら
れない選択だったが、これが裏目に出てしま
う。決勝前プラクティスでのバックフリップ
で転倒し、足にダメージを負ってしまう。強
行しての出場が可能と判断した決勝1本目を
バックフリップで転倒。バックフリップを成
功させた2本目は終盤まで大きなミスをなく
走るものの、最後のテールウィップを失敗し
てしまい、62.4 ポイントの10位と不本意な
結果となってしまった。ワールドカップ優勝
後に腰の痛みで自転車に乗れなかったことも
あったという大池。まさに満身創痍でのシー

ズン終盤だったが、トップ争いをする経験も
課題も得た。
　前週に世界選手権と同じ成都で開催された
ワールドカップ最終戦で自己最高の6位に入
り、ランキング5位で臨んだ中村輪夢は、予
選を6位で通過。さらなる自己最高位の更新
に期待が集まったものの、準決勝2本目のラ
ストでミスが出て17位と決勝進出を逃して
しまった。全日本王者の西 昂世とユースオリ
ンピック銅メダリストの大霜優馬、難易度の
高い技を繰り出す高木聖雄らも予選通過を逃
し、日本勢のメダル獲得は来年度に持ち越さ
れた。まだまだUCIとしてスタートしたばか
りのBMXフリースタイルパーク、ジャッジの
判定基準も徐々に洗練されているといい、来

年は作戦を立てた戦いができるはずだ。
　2019年まで3年連続で成都での開催が決
定している本大会。取り逃した頂点を目指して、
日本チームは来年も世界選手権に挑戦する！

2018 UCI URBAN CYCLING
WORLD CHAMPIONSHIPS
2018 UCIアーバンサイクリング世界選手権

メダルを目指したBMXフリースタイル日本代表の戦い

大池水杜が予選1位通過も
決勝直前のアクシデントで10位

昨年大会でメダルまであと一歩の4位で涙を飲んだ大池水杜。
今季はワールドカップで初優勝を果たし、世界チャンピオンを目指して臨んだ世界選手権。

決勝前の失意から見えたのは次への希望だ！

文 ・写真 ◎ 猪俣健一

昨年ジュニアでメダル獲得も
決勝進出を逃したトライアル
昨年は男子ジュニア26で出場した塩﨑太夢
が2位に入ったトライアル。エリートに昇格
した塩崎が、規定の5人のところ3人で臨ん
だ団体戦で6位に入る原動力となるものの、
練習で足を傷めて個人戦の出場を断念。土屋
凌我と横田華奈も決勝進出を逃した。結果こ
そ振るわなかったものの、次への課題を見つ
けた世界選手権だった。

世界レベルとの差を感じつつ、
リベンジを誓った
MTBエリミネーター
昨年は決勝に進出した澤木紀雄と高校生の中
村龍吉が出場したエリミネーター。コースが
昨年よりもテクニカルに変更され、パワーと
同時にスキル面も求められたことで、両名と
も予選通過まで3秒以上届かない悔しい結果
となった。この結果を受け止めてレベルアッ
プを図り、来季のリベンジを誓った。

2018 UCI アーバンサイクリング世界選手権 結果

BMXフリースタイルパーク
・男子　中村輪夢（京都・ウイングアーク1st） 準決勝17位
　　　　大霜優馬（神奈川） 予選27位
　　　　西　昂世（三重・JFBF） 予選29位
　　　　高木聖雄（岐阜・JFBF） 予選38位
・女子
　　　　大池水杜（岡山・JFBF） 10位

トライアル
・男子
　　　　土屋凌我（長野 無所属）エリート20 準決勝19位
　　　　塩﨑太夢（山梨 無所属）エリート26 準決勝 DNS
・女子
　　　　横田 華奈（兵庫 ワンダーエナジー）エリート 準決勝13位
・団体戦
　　　　土屋 凌我／塩﨑太夢／横田 華奈 6位

MTB クロスカントリー・エリミネーター男子
　　　　澤木 紀雄（東京 acu-power racing team） 予選10位
　　　　中村 龍吉（福島 学法石川高等学校） 予選11位

足を傷めながらも決勝に臨んだ大池水杜。代名詞
ともいえるノーハンダーで観客を魅了した

大池はテーブルトップを飛びきったバックフリップで決勝での高得点を狙ったが
10 位で大会を終えた

世界選手権に挑んだ BMXフリースタイルパーク日本チーム。左から中村、高木、西、大池、大霜

前週のワールドカップ最終戦で 6 位に入り、好調のまま世界選手権に臨んだ中
村輪夢だったが、決勝進出はならなかった

JCF2019-09
直線
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　10月中旬の第1戦を皮切りにいよいよ始
まったオリンピックへの戦い、UCIトラック
ワールドカップ。ワールドカップは世界各国
に分かれて全6戦で行われ、年に一度の世界
選手権大会、そして大陸選手権大会に次ぐ、
ハイレベルな戦いの舞台となっている。世界
選手権、大陸選手権、そしてワールドカップ
が東京オリンピック出場枠獲得のための大会
であり、今シーズンから2シーズンをかけて
出場枠争いが行われる。
　すでに始まっている今シーズン、第1戦で
は脇本雄太が男子ケイリンで優勝を果たした。
脇本は昨シーズンのワールドカップ第4戦で
自身初の優勝を飾ったが、その勝利をきっか
けに大きく変貌を遂げた。今シーズンのワー
ルドカップ開催前には、これまで一度も勝っ
たことがなかった日本の競輪のなかの重賞

レース「ＧⅠ」でも初優勝、そして次のＧⅠで
も優勝して他の選手を圧倒するパフォーマン
スを見せている。
　実はワールドカップ第１戦、走った内容は
“らしく”ない美しい勝利だった。6人の選手
たちによる決勝戦、脇本は先頭で周回を重ね
ていった。残り3周を切るとすぐさま仕掛け
てくる選手たち。脇本は1つ、また1つと隊
列の後方へと下がり、ラスト１周の時点で3
番手から仕掛ける形となった。ラスト1周を
切ると一気に脇本が加速。前の2人を追い越
し、単独トップで最終コーナーを抜けて、今
シーズンのワールドカップ初戦を見事な優勝
で飾った。レース後に本人が「こんなに綺麗
な形で勝つことが自分にあるのか」と語って
いたが、それほど完璧で美しい勝利だった。
本来の脇本は逃げ切り先行型、それが見事な

捲くりをみせての優勝となった。
　脇本は今や世界に名をとどろかせる存在。
しかしここまでは長く険しい道のりだった。
ロンドンオリンピックの前からトラック種目
を走っていたが、念願叶って初出場のオリン
ピックとなったリオデジャネイロ大会は１回
戦での敗退。「完全に気押されていた」と語っ
た脇本は夢の舞台で活躍するどころか、世界
との差を実感した。続く2017年の世界選手
権でも振るわず。自信がないことから積極的
に戦えない。そんな状態が続いた。しかしリ
オ大会後に就任したブノワ・ベトゥ短距離ヘッ
ドコーチと出会ったことで次第に変わってい
き、今では日本を代表する選手となっている。
　「これから記事を作るのは大変ですね」去年
ワールドカップで脇本が初優勝を遂げた後、
インタビューの後にそう言われたことを今で

も覚えている。脇本の中に余裕を感じられた
瞬間だった。これからは世界でも追われる立
場になる脇本、それでも勝者のメンタリティ
がある限り勝ち続けていくだろう。
　そして第３戦、ベルリンで行われた大会で
はついに女子で待望のメダル獲得者が出た。
女子ケイリンで日本史上初となる銅メダル獲
得を果たしたのは小林優香。ポテンシャルは
あるとされながらも去年は敗退を繰り返した
小林が念願の表彰台へと上った。印象的だっ
たのは、小林のメダル獲得を海外の選手たち
が喜んでいたこと。やはり周りからも一目置
かれる存在だったことは間違いなく、苦しみ
ながらもブノワヘッドコーチと勝ち取った銅
メダルは今後の小林の走りに大きな影響を与
えるだろう。今後の活躍に期待したい。　　　
　明るい話が続いた短距離とは異なり、中距
離は世界で苦戦している。昨シーズンは新た
に就任したイアン・メルヴィン中距離ヘッド
コーチとともに日本記録の更新や、これまで
に立ったことのない表彰台のトップを飾るな
ど勢いがあった。今シーズンはワールドカッ
プ第１戦に参加しなかったものの、第２戦に

は参戦。しかしオリンピックの出場枠を掛け
た“本気”の戦いのなかで期待どおりの結果
を得ることができなかった。昨シーズン１段

階レベルアップした日本チームだが、さらな
るレベルアップが求められている。その姿を
見ることができるのはいつになるのか。

TISSOT UCI
TRACK CYCLING World Cup
ティソ UCIトラックサイクリング ワールドカップ

東京オリンピックに向けた重要なシーズンが開幕

フランスでのワールドカップ開幕戦
男子ケイリンで脇本雄太が圧巻勝利

ワールドカップ第１戦では、男子ケイリンで脇本雄太が捲
まく

り優勝。昨季に続く２勝目を挙げ、自信をまとい
世界をリードする存在に。本格的なシーズンを迎え世界を転戦する日本代表を追う。

文 ・写真 ◎ More CADENCE （JCF 公認自転車競技 WEB サイト）https://morecadence.jp

第３戦　女子ケイリン
小林優香が悲願の表彰台
女子短距離がついにワールドカップでメダル
を獲得した。小林は１回戦を首位通過、準決
勝３位で決勝へと進み、残り１周回半では最
後尾につけていたが、そこから勝負所を冷静
に見極め、３着でフィニッシュラインを越え
た。同種目では７－12位決定戦に出走した太
田りゆが先着し７位。二人でオリンピック出
場枠に関わるポイントを大量獲得した。

課題が山積みとなった
中距離チームパシュート
第２戦で今季初めて世界の舞台へと上がった
チームパシュート日本代表。男子はアジア選
手権で日本記録を塗り替えたメンバーで挑ん
だが、予選最下位で敗退。女子は予選12チー
ム中８位で１回戦に進むも、予選５位のカナ
ダに大差をつけられ敗退。男女ともに東京オ
リンピック出場枠獲得に向けて、厳しいス
タートを切った。

フランス・パリ郊外でのワールドカップ第１戦・男子
ケイリンで勝利し、表彰台の頂点に立った脇本雄太

緊張感あふれるケイリンのスタートシーン。脚力だけでなく
一瞬の判断も勝負に大きく影響する

レース準備をする脇本雄太。今季は精神的にも余裕が感じられる
脇本雄太がフィニッシュラインに先着。2選手を捲る素晴らしい勝ち
方だった

JCF2019-09
直線
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　「これまでの欧州経験のなかで培ってきたも
のを、いかんなく発揮した結果です」
　おおいたアーバンクラシックでの勝利を、
石上優大はこう自負する。ジュニア時代から
日本代表メンバーとしてハイレベルな戦いの
なかに身を置き、昨季からは仏アマチュアク
ラブで修行を積む21歳が、日本で示したかっ
たもの。それは「攻めたからこそ勝つ」とい
う本場のやり方だった。
　「日本には『動いたら負け』という独特な文
化があります。でも僕はあの日、欧州のレー

　「あの時『体がきついなぁ』なんて思いなが
ら走っていたら、石上さんが後ろからパッと
追いついてきた……。今の今まで逃げていた
人がですよ！『ああ、すごい。この人は勝つ
ためにレースをしているんだ』って心から尊
敬しました」
　一旦遅れながらも、ラスト500m、石上は
最後の攻めに転じた。前を行く後輩を捕らえ、
そのまま最前線へと躍り出た。
　ナショナルジャージでのワンツーフィニッ
シュ。その瞬間、石上の瞳から、涙があふれ
だした。Ｕ23日本チャンピオンとして出場し
た8月のツール・ド・ラヴニールは、第3ステー
ジで鎖骨を折り、本格的な総合争いが始まる
前に帰宅を余儀なくされた。完調せぬまま臨
んだ9月末の世界選手権では、最後まで走り
きることさえ叶わなかった。
　「焦りはありました。20歳という将来に向

けて大切な時期に、レースを走る機会を失っ
てしまった。だから、とにかく、1つでも勝利
が欲しかった。すごくほっとしました」
　同世代の世界トップたちと渡り合ってきた
中で、石上はいわゆる理想と現実の乖

かい

離にも
苦しめられてきた。つまり大分での勝利は、
自己の証明でもあった。
　「積極的に攻めて、自分の力を使って、その
上で勝ちたかった。これでやっと僕にも『勝
てる』と証明できた。他人に対してではなく、
自分に対して証明できました。アンダー 23
に上がってからずっと、欧州でボコボコにさ
れてきて、なんとなく『後ずさり』している
ような感覚をもってきたんです。でも、よう
やく、ふっきれた。自分のやってきたことは
間違いじゃなかった」
　アンダー23最終年の来季は５月から６月
にピークをもっていく、とりわけ日本代表と

して参戦するネイションズカップ・チェコ大
会で総合上位に食い込み、2020年のプロ契
約につなげたい。石上にはこの先の進むべき
道が明瞭に見えている。そんな頼もしい先輩
と同じ時期に、同じカテゴリーで走れる自分
は幸運だ……と語る松田もまた、将来は本場
でのプロ入りを目指す。
　「それを踏まえて今年は挑戦の年でした。と
にかくガンガン攻め続けました。来年はコン
スタントに成績上位を出せる年にしたい。今
度は脚だけでなく、頭を使う。単なる個人の
体力勝負ではなく、『ロードレース』を意識し
た走りをしていきます」
　浅田ジャパンに導かれ、着実に成長を続け
る若き2人。そんな彼らにとってトッププロ
への架け橋となるであろう2019年Ｕ23ネ
イションズカップ転戦は、2月上旬から始ま
る。

スを持ち込んだ。朝のミーティングでも浅田
（顕）監督に言われました。常に先手を打つ走
りをしよう、って」
　Ｕ23世代の５選手による日本ナショナル
チームの掲げた目標は、トップ10に2人を送
り込むこと。石上は序盤から積極果敢に動い
た。幾度も飛び出しを仕掛け、逃げ集団に滑
り込んだ。
　一方で2歳年下の松田祥位は、後方集団内
でじっと好機を待った。9月上旬のブエルタ・
ア・カンタブリアでも、最終盤の飛び出しを

区間勝利に結びつけたが、この日は特に自分
なりに漕ぎ方を考えた。残り2周で逃げが吸
収された時、狙いどおり、脚には十分な力を
残していた。
　「もう一度前に飛び出したい、という石上さ
んの強い意志を感じたんです。だから思い切っ
て仕掛けました」
　石上を引き連れ、松田は前に飛び出した。
唯一反応してきた雨澤毅明には、幾度となく
ゆさぶりをかけた。残り１kmで松田は単独先
頭に立つ。

世界での経験をバネにU23ロード浅田ジャパンの快進撃

石上と松田が完全勝利
今年からUCI 認可の国際レースとなった大分県でのワンディレースで、

終始積極的な走りをみせた若き日本代表が国内外のプロを相手に完全勝利した。
世界のレースで厳しさを味わいながらも、懸命にトッププロをめざす彼らを追う。

文 ◎ 宮本あさか　写真 ◎ 田中苑子

おおいたアーバンクラシック　結果
1位　 石上優大（日本ナショナルチーム） 3:48:49

2位　 松田祥位（日本ナショナルチーム）

3位　 雨澤毅明（宇都宮ブリッツェン） +0:11

4位　 岡　篤志（宇都宮ブリッツェン） +0:30

5位　 PRADES Benjamín（チーム右京）

6位　 横山航太（シマノレーシングチーム）

7位　 LEBAS Thomas（キナンサイクリングチーム）

8位　 増田成幸（宇都宮ブリッツェン）

山岳コースでのU23世界選手権
日本代表は全選手がリタイア
9月28日にオーストリアで開催されたU23世
界選手権では、痛み止めを飲みながらもベスト
を尽くした石上が残り１周回で足切りとなった
のがベストリザルト。厳しい山岳コースで、同
年代のトップ選手との差を痛感する結果だっ
たが、それを糧にして挑戦を続けている。

石上優大と松田祥位が国際レースでワンツー 大分市郊外の市街地がコースに組み込まれたおおいたアーバンクラシック

勝利した石上のもとにフィニッシュ後のチームメイト
が祝福に訪れる

OITA Urban Classic
おおいたアーバンクラシック
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　島根県での全日本選手権ロード
　山本元喜と與那嶺恵理が勝利

　6月17日に石川県羽咋郡志賀町にてTT、

22～24日に島根県益田市にてロードレー

スが開催された全日本選手権。TT男子エ

リートは窪木一茂（チームブリヂストンサ

イクリング）が1分以上の差で初優勝。エリー

ト女子は與那嶺恵理（ウィグル・ハイファ

イブ）が5勝目・4連覇を達成した。　

　ロードレース男子エリートは、6選手が先

行し、最終周回で山本元喜（キナンサイク

リング）が仕掛け、独走で優勝。女子エリー

トはここでも與那嶺が圧倒的な力でリード

し、通算4勝目を挙げた。

　2018ツアー・オブ・ジャパン
　マルコス・ガルシアが総合優勝

　5月中旬に開催された国内最大のステー

ジレース、ツアー・オブ・ジャパン。今年

も大阪から東京まで全8ステージで熱戦が

繰り広げられ、難関の富士山ステージで他

を圧倒したマルコス・ガルシア（キナンサイ

クリング）が総合優勝。日本勢も雨澤毅明

（宇都宮ブリッツェン）が京都ステージ区間

優勝、鈴木譲（宇都宮ブリッツェン）が山岳

賞、中根英登（NIPPOヴィーニファンティー

ニ）が総合9位など活躍した。

　全日本選手権女子スプリント
　前田佳代乃が10連覇達成

　9月8日、9日に伊豆ベロドロームで開催

された全日本選手権トラック。女子スプリン

トでは、前田佳代乃（京都府自転車競技連盟）

が太田りゆ（JPCU埼玉／チームブリヂス

トンサイクリング）を下して優勝。全日本選

手権10連覇の偉業を成し遂げたが、直後に

引退を発表。「たくさんの縁を与えてくれた

自転車競技が大好きです。また別の形で帰っ

てこれるように頑張ります」と話した。

　4km個人パーシュート日本新
　窪木一茂が圧倒的な力を発揮

　リオ五輪オムニアム日本代表の窪木一茂

（チームブリヂストンサイクリング）が全日本

トラック個人パーシュートで、4分20秒065

　オーストリア屈指の山岳コース
　UCIロード世界選手権

　９月下旬にオーストリア南部のインスブ

ルックで開催された世界選手権に日本代表

16選手が出場。近年稀にみる厳しい山岳コ

ースが設定され、どのカテゴリーもサバイ

バルレースとなったが、女子ジュニアの川

口うらら（龍野高校）が27位と健闘した。

をマークし、日本記録を更新し優勝。窪木は、

チームパーシュート、ポイントレース、マディ

ソン、オムニアムのトラック5冠、ロードTT

を含めると全日本タイトル6冠となった。

　全日本選手権オムニアム
　梶原悠未が完全優勝

　10月6、7日に開催された4種目の複合

種目オムニアムの全日本選手権では、昨季

　ジャパンカップサイクルロードレース
　ロブ・パワーがスプリントV

　UCIの規定変更に伴い、出場チームが14

から22に増えたアジア最高峰のワンデーレー

ス。今年も8万人の観客が宇都宮森林公園

に集まり熱狂した。最後は6名に絞られた

先頭集団から2選手が抜け出し、23歳のパ

ワー（ミッチェルトン・スコット）が優勝。

UCI ワールドカップで2勝した梶原悠未（筑

波大学）が全種目1位の完全優勝を飾った。

梶原はトラック全日本選手権5冠となり、

世界選手権でのメダル獲得へ意欲を見せる。

　モスクワグランプリ2018
　脇本と小林が200m日本新記録

　5月30日～6月1日に開催されたモスクワ

グランプリのスプリント予選（200mFTT）で

脇本雄大（JPCU福井）が9秒634で日本記

録を更新すると、女子でも小林優香（JPCU

福岡）が10秒814で日本新をマーク。同大

会では小林と河端朋之（JPCU岡山）がケイ

リンで優勝した。

　豪華な顔ぶれが揃った
　ジャパントラックカップ

　UCI1クラスの国際レース2018ジャパン

トラックカップⅠ＆Ⅱが7月6日～8日に伊

豆ベロドロームで開催され20の国・地域か

ら36チーム、145名が参加。日本勢は脇本

雄太がトラックカップⅠ、Ⅱケイリンで優勝。

山本元喜が全日本選手権ロード初優勝
與那嶺恵理がロード＆TTの二冠

200m、4kmで日本新記録更新
東京オリンピックに向けて急加速する

文 ◎ 田中苑子　写真 ◎ 加藤智、田中苑子

文 ◎ 田中苑子　写真 ◎ 若生武則、新井めぐみ（KEIRIN MAGAZINE）

TT、ロードレースともに圧勝した與那嶺恵理

全日本チャンピオンジャージに袖を通した前田佳代乃

エリートカテゴリーで全日本チャンピオンのタイトルを初めて獲得した山本元喜

最終日の東京ステージは日比谷からスタート

2013 年前田佳代乃の日本記録を更新した小林優香

オーストリアでの世界選手権に出場した日本代表

大きく成長してトラック競技に戻ってきた窪木一茂

国内敵なしの圧倒的な強さを誇る梶原悠未

観客の声援を受けて古賀志林道を駆け上がる

浅田 顕
ロードヘッドコーチ

ブノワ・ベドゥ
短距離ヘッドコーチ

イアン・メルヴィン
中距離ヘッドコーチ

2018シーズン総括

2018シーズン総括

アジア選手権でのチームTT優勝など好スタートを切ったが、
シーズン後半は主力選手たちのケガ等により厳しい戦いを強い
られ、山岳コースで行われた世界選手権では、世界との差の現
状を思い知らされる結果となった。しかしジュニア＆U23の若
手の成長も著しく、厳しいながらも、来シーズンからの成果に
期待が持てるシーズンとなった。2019年の活躍にご期待くだ
さい。

2018年は初めてワールドカップで優勝、
世界選手権でもメダルという想像以上の結
果からスタートすることができた。選手た
ちは海外ではパフォーマンスが出ないとい
う思い込みがあったが、それがなくなり、
上達への道を早く進めてくれるきっかけに
なったと思う。今後はオリンピックに向け
たすべての大会が重要になってくる。すべ
ての大会において、上達、進化するきっか
けを掴んでいきたい。

2018年は、トレーニングプログラムからの
疲労蓄積などにより、100%の体調、状態
では全大会へ臨めなかった。しかし実施し
たプログラムは、東京オリンピックでの目
的を達成するためには必要不可欠なもの。
最大の目標は東京オリンピックであり、全
ての選択はそれに沿って行なっている。浮
き沈みのあるシーズンだったが、今後は、
今シーズンに構築、向上させたキャパシ
ティを発揮できる調整をしたい。
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　第35回全日本BMX選手権大会が7月2
日に茨城県の国営ひたち海浜公園BMXト

ラックで開催された。男子エリートは、スタ

ートから抜け出した池田大暉（Rockstar 

Rift Tangent）を松下 巽（全日空商事）が

フィニッシュ手前で逆転し、初の全日本タ

イトルを手にした。松下は、「最終ストレー

トでの逆転はレース途中で考えていて、しっ

かり脚を温存して前に出ることができた。9

月からはじまる東京五輪のためのポイント

加算に向けて戦っていきたい」と語った。

　女子エリートは瀬古遥加（IRC TIRE）、男子

ジュニアは中井飛馬（WESTERN RIVER）、

女子ジュニアは丹野夏波（白鵬女子高等学

校）が優勝した。

　BMX世界選手権年齢別クラスで
　澤田茉奈が優勝！

　2018年のUCI BMX世界選手権大会は、

6月5～9日にアゼルバイジャンのバクーで

開催された。BMXレースの世界選手権は、

エリートとジュニア、マスターズのチャンピ

オンシップカテゴリーに加えて、子どもから

参加できるチャレンジカテゴリーが設けられ

るのが特徴だ。この女子8歳クラスで、澤

田茉奈（本庄市立旭小学校）が優勝を果たし

た。年齢別での日本選手の世界タイトル獲

得者は、2015年の榊原爽以来5人目となる。

　チャンピオンシップカテゴリーは、男子

ジュニアの世界ランキング1位で臨んだ中

井飛馬（日本体育大学荏原高等学校）と、

女子エリートの畠山紗英（日本体育大学）、

女子ジュニアの丹野夏波（白鵬女子高等学

校）が準決勝に進出したが、それぞれ転倒し

決勝進出はならなかった。最終結果は畠山

が15位、中井と丹野が16位となっている。

男子エリートの吉村樹希敢（Gan Trigger）

は37位だった。

　チャンピオンシップでの決勝進出はなら

なかったが、順当に決勝を見据えた走りが

できている。さらに澤田茉奈など次世代の

選手も出てきている。来年度につながる大

会だったといえるだろう。

　全日本BMXフリースタイル・パーク　　　
　選手権大会で西 昂世が初優勝

　第2回全日本BMXフリースタイル・パーク

選手権大会が岡山市役所本庁舎・特設会場

で9月16日に開催された。男子エリートは、

昨年優勝の中村輪夢（ウィングアーク1st）

が決勝でパンクするトラブルに見舞われる

なかで、ジャンプの着地面にしっかりと合わ

せパンクを回避した走りを心がけたという西

昂世（JFBF）が96ポイントで優勝した。

　女子エリートは、今季のワールドカップで

日本人として初優勝を果たした、大池水杜

（JFBF）が87ポイントで優勝した。

　吉村樹希敢が
　大阪BMX国際でV

　UCI C1カテゴリーの2018大阪BMX国

際が11月25日大阪府営大泉緑地サイクルど

ろんこ広場で開催された。男子エリートは地

元大阪の選手で2016年の全日本王者、吉村

樹希敢（GAN TRIGGER）が優勝した。女子エ

リートは瀬古遥加（IRC TIRE）、男子ジュニア

は島田 遼（GAN TRIGGER AIC OSHU）、

女子ジュニアは丹野夏波（神奈川県／白鵬女

子高等学校）が優勝した。

全日本BMX選手権で松下巽が
初タイトルを獲得！

文・写真 ◎ 猪俣健一

女子8歳クラス優勝の澤田茉奈

初の全日本タイトルを獲得した松下巽

チャンピオンシップ最上位の畠山紗英 男子エリート優勝の西 昂世 相性のいいホームコースで優勝した吉村樹希敢

　全日本選手権エリート男子で
　山本が10勝目となる勝利を手中に

　7月20日～22日の3日間、富士見パノラ

マリゾートで行われた第31回全日本マウン

テンバイク選手権大会。エリート男子では

アジアチャンピオンであり、過去9勝を上げ

ている山本幸平（ドリームシーカー・レーシ

ングチーム）の序盤からの独走が予想された

が、スタート直後には小野寺健（ドゥロワー・

ザ・レーシング）が先頭に、2周目には前田

公平（弱虫ペダルサイクリングチーム）と

順位が入れ替わる展開となった。しかし、

その後山本が先頭に立つと徐々に後続との

差を広げていき独走状態になり単独でフィ

ニッシュラインを越えた。レース後に「自信

につながる1勝になりました。嬉しいですが、

世界を考えるとまだまだ課題はあるので、そ

れに向けて高めていきたいと思います」と話

した。山本の勝利は4年連続、通算10勝目。

　コンディション調整で苦しんだ
　アジア大会、沢田は6位に

　8月21日にインドネシア・スバンで開催され

たアジア大会。男子エリートに出場した沢田時

（チームブリヂストンサイクリング）は、1列目

からのスタート。スタート直後6番手と少し出

遅れたものの、6人の2位グループでレースを

進める。他国選手の落車もあり、展開は好転

かと思われたが、沢田は単独で落車し5～6

位の位置に。その後ペースは上がらず6位で

レースを終えた。

　CJシリーズを盛り上げた
　名選手たちが引退を発表

　クロスカントリースキーで3大会連続五輪　

出場という輝かしい成績を持つ恩田祐一（ミ

ヤタ・メリダバイキングチーム）は、2015

年からMTBに転向。以来、少しずつ技術

を蓄え表彰台の常連となるまで成長を果た

した。引退となった今シーズンは、個人シ

リーズチャンピオンを獲得。しかしながら、

「オリンピックを本気で目指せる環境作りが

難しいことが決め手となり引退を決意した」

とブログで語った。38歳の恩田は「若い選

手にはもっと本気でレースに取り組んで欲

しい」とメッセージを残した。

　さらに、ジュニア時代に世界選手権で25

位という結果を残し、10代でスバル・ゲイ

リーフィッシャーグローバルチームにて活

躍。国内でも数多くの勝利、シリーズチャ

ンピオンも獲得したベテラン、小野寺健（ドゥ

ロワー・ザ・レーシング）も今シーズン限り

で引退する。

10度目の全日本チャンピオン獲得
年長選手の引退など、
話題の多かった国内レース

文 ◎ 岩崎竜太　写真 ◎ 岩崎竜太、田中苑子、猪俣健一

全日本選手権で10勝目。高らかに両手を挙げる山本（中）

下り区間を走る沢田。苦い経験をバネに成長を誓う

粘り強い走りに定評のあった恩田

高いスキルを持ち、なめらかな走りが持ち味の小野寺

鈴木雷太
MTB監督

2018シーズン総括

ひとつには東京五輪に向けてというのが
ありますが、2024年も目標にして活動し
ています。世界選手権ではジュニアの選
手たちが、勝負ができる前列からレース
をスタートできたのは良かったです。レー
ス前には高所順応の合宿など日本ででき
ることはやりました。結果を残せなかった
ことは残念でしたが、1年半という短い期
間でできることをやり、海外での経験を積
めたことは成果といえます。世界で勝負す
るためには、ポイントがなければいい位置
でスタートすることができません。2019
シーズンは質の高い本場のレースを多く
走れるよう、環境を整えたいと思います。

JCF2019-09
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　国内最高峰UCIクラス１昇格
　Raphaスーパークロス野辺山

　2010年の初開催以来、日本のシクロクロ

ス界をリードし続ける人気大会・Raphaスー

パークロス野辺山が11月17、18日に開催

された。2011年からUCIクラス2としての

開催だったが、今年から男女ともにDAY2

がクラス1に昇格。UCIポイント配分が大き

くなり、海外からもより注目される大会と

なった。女子はサミー・ルーネルズ（スクイッ

ド・スクアッド）が優勝し、全日本王者の今

井美穂（CO2bicycle）が3位表彰台。男子

は僅差のスプリントに持ち込まれ、前田公

平（弱虫ペダルサイクリングチーム）が嬉

しい初優勝となった。

　競技レベルや競技環境の向上へ、
　JCXシリーズがJCF公認大会に

日本シクロクロス競技主催者協会（AJOCC）

主催「JCXシリーズ」の大会が、今シーズン

よりJCF公認大会として開催されている。

JCXシリーズはUCI公認大会（９戦）を中心

に、全日本選手権への出場基準、世界選手権

派遣選手の選考対象となる国内最高位大会

で構成され、今季は全12戦。

国内初のUCIクラス１国際大会誕生
JCXシリーズも盛り上がる

文 ◎ 田中苑子　写真 ◎ 織田 達（Kasukabe Vision FILMz）

小さな子どもから海外選手までが楽しめる野辺山クロス

JCX第８戦マキノラウンド
女子は松本璃奈が優勝

最終ストレートまで勝負が白熱し、僅差のスプリントを前田公平が制した

JCX 日時 主管 開催場所
第 1 戦 10/ 8 （月/祝） 茨城シクロクロス 小貝川リバーサイドパーク（UCI C2）
第 2 戦 10/14 （日） 中国シクロクロス 広島県立中央森林公園
第 3 戦 10/21 （日） シクロクロスミーティング 富士宮市 あさぎりフードパーク
第 4 戦 10/28 （日） 東北シクロクロス グリバーさがえ（UCI C2）
第 5 戦 11/10 （土） スターライト幕張 幕張海浜公園（UCI C2）
第 6 戦 11/17 （土） シクロクロスミーティング 野辺山 滝沢牧場（UCI C2）
第 7 戦 11/18 （日） シクロクロスミーティング 野辺山 滝沢牧場（UCI C1）
第 8 戦 11/25 （日） 関西シクロクロス マキノ高原（UCI C2）
全日本 12/ 9 （日） 第24回全日本選手権大会 マキノ高原（UCI CN）
 12/15 （土） 宇都宮シクロクロス 宇都宮 道の駅うつのみや（UCI C2）
第 9 戦 12/16 （日） 宇都宮シクロクロス 宇都宮 道の駅うつのみや（UCI C2）
第10戦 12/23 （日） 関西シクロクロス スチールの森京都（会場変更）
第11戦 1/13 （日） 東海シクロクロス 愛知牧場
 1/20 （日） 東北シクロクロス 蔵王町総合運動公園（UCI C2）
第12戦 2/10 （日） 前橋シクロクロス 前橋市 岩神緑地

2018-19
JCF公認大会

一覧

　全日本選手権は寺井が
　7連覇を達成

　第7回全日本トライアル選手権が4月29

日に長野県佐久市の佐久ミレニアムパーク

特設会場で開催された。男子エリート20の

優勝は、寺井一希（チームハリケーン）で全

日本選手権がはじまってから負け知らずの

7連覇を達成した。男子エリート26は、塩

﨑太夢（山梨）が優勝した。塩﨑は昨年ジュ

ニアで世界選手権2位に入った選手で、エ

　世界室内自転車選手権大会は、
　サイクルサッカーで総合8位

　11月 23日から 3日間の日程で、世界

室内自転車選手権大会がベルギーのリエー

ジュで開催された。サイクルサッカーは初

日を4戦4勝で終わり、24日のリヒテン

シュタイン戦が事実上の１位決定戦となっ

た。その結果、リヒテンシュタインに敗れ、

Ｂグループ2位と昨年の3位から1つ順位

を上げたものの、入れ替え戦に進むことが

できなかった。総合では8位の結果だった。

　サイクルフィギュアは、男子の芝山耕輔

と女子の近藤菜月の両選手とも点数的に不

満足な結果で終わってしまった。ただ、近

藤は練習中に何度も失敗していた大技を最

後に決めて今後の成長に期待をもたせる内

容だった。最終結果は芝山が21位、近藤が

16位だった。

リート昇格1年目にして初優勝を果たした。

　アジア選手権で日本勢が
　全クラス制覇！

　2018年アジア選手権大会トライアルが、

全日本選手権の翌日4月30日に同会場で開

催された。男子エリート20は寺井一希が優

勝し、2位に土屋凌我、3位に斉藤夏樹が入

り日本勢が表彰台を独占した。男子エリート

26は、前日に初の全日本タイトルを手にした

塩﨑太夢が優勝。女子エリートは横田華奈

が優勝で、平野心結が2位。男子ジュニアは

尾又太一が優勝し、谷口友希が2位。日本

代表が全クラスを制覇する活躍だった。

文 ◎ 猪俣健一　写真 ◎ 吉田總、山田陽徳

文 ◎ 井上徹　写真 ◎ 井上徹、濱田美穂子

全日本選手権 7
連覇を達成した
寺井一希

男子エリート26
で初の全日本タ
イトルを獲得し
た塩﨑太夢

世界室内自転車選手権大会日本代表チーム

サイクルサッカーで香港と対戦する日本チーム

女子エリート
は横田華奈
が優勝

男子エリート20を制した寺井一希

サイクルフィギュア16 位の近藤菜月

JCF2019-09
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　パラサイクリング世界選手権ロード
　女子C2野口佳子が世界王者に

　8月にイタリア・マニアーゴにて開催され

た世界選手権ロードで、女子C2クラスに出

場した野口佳子（ウェルパーク／チームブリ

ヂストンサイクリング）が優勝し、昨年のTT

での優勝に引き続き、世界選手権2勝目を挙

げ、世界チャンピオンの証となるアルカン

シェルに袖を通した。野口はTTで2位、同

クラスに出場した藤井美穂（楽天ソシオビ

ジネス）はTT、ロードともに6位。男子C2

クラスで川本翔太（チームブリヂストンサ

イクリング）がTT10位、ロード4位、男子

Bクラスの木村和平＋倉林巧和ペア（楽天

ソシオビジネス）はTT19位、ロード15位

という結果だった。

　2018UCI パラサイクリング賞
　世界王者・野口佳子が受賞

　今季ワールドカップ全勝、世界選手権ロー

ド優勝の野口佳子が、シーズンを通してもっ

とも活躍した選手として、UCIパラサイク

リング賞を受賞。中国にて開催されたUCI

主催の年間表彰式にてトロフィーを受け

取った。「いろいろな方々のおかげでこうし

た賞をいただけて感謝しかありません。応

援してくれる人の喜ぶ顔が見たくて、それ

が頑張る原動力になっています」とコメント。

　アジアパラ競技大会
　日本勢は金メダルを３つ獲得

　10月にインドネシア・ジャカルタで開催

されたアジアパラ競技大会。ロードTTは男

子のみの開催となったが、厳しい暑さのな

か24kmの男子Bクラスで、木村和平＋倉

林巧和ペアが2位のマレーシアを1分14秒

ほど引き離して優勝した。12kmの男子C1

－2クラスには川本翔太（C2）が出走して

銀メダル。そしてトラック競技では再び木

村＋倉林ペアが4km個人パーシュートで優

勝。ロードレースの世界チャンピオンの野

口佳子（C3）も女子C2－5クラス3km個

人パーシュートで金メダル、同種目では藤

井美穂（C2）も銅メダルを獲得した。川本

翔太もトラック競技で活躍し、3km個人パー

シュート、1kmTTで2つの銅メダル獲得な

ど、日本チームは出場全選手がメダリスト

となり、合計金メダル3、銀メダル2、銅メ

ダル4という成績だった。

ロード世界チャンピオン野口佳子
UCIパラサイクリング賞を受賞

文 ◎ 田中苑子　写真 ◎ JPCF、小板橋彩子（JPCF）、依田裕章（エックスワン）

ベルギーでのワールドカップで優勝した野口佳子。
今季はワールカップ全勝という成績を残した

パラサイクリング世界選手権ロードレースで優勝した野口佳子が表彰台で笑顔をみせる

世界のトップスターが集まる表彰式に出席した野口

ロード TT、トラック個人パーシュートを制した木村
＋倉林ペア

全選手がメダルを獲得したパラサイクリング日本代表

権丈泰巳
監督

2018シーズン総括

野口選手の活躍が目立ったが、それだけ
でなく、藤井選手、川本選手、木村選手
＋倉林選手ペアと若い選手たちがアジア
パラ大会でメダルを取るなど活躍し、チー
ム全体として強化が進んでいることを実
感したシーズンだった。東京パラリンピッ
クでは全選手の金メダル獲得が目標にな
る。来季は国際大会に出場し、より多く
のポイントを獲得して、まずはパラリン
ピックの出場枠を確保しながら、引き続
き各選手の強化を図っていきたい。

公益財団法人 日本自転車競技連盟広報誌　シクリスムエコー  No.230

発　　　行／公益財団法人 日本自転車競技連盟
発　行　人／橋本聖子
編　集　人／小野口裕朗
編集事務局／公益財団法人 日本自転車競技連盟 事務局
〒141-0021 東京都品川区上大崎3-3-1 自転車総合ビル5F
 TEL.03-6277-2690　FAX.03-6277-2691　http://www.jcf.or.jp/

本誌への寄稿またはご意見、ご感想等を編集事務局までお寄せください。
この資料および　　の表示がある事業は、JKAから競輪収益の一部である公益事業資金の補助を受けたものです。
Ⓒ（公財）日本自転車競技連盟2017本紙掲載の写真、イラスト、ロゴマーク、ロゴタイプおよび記事の無断転載を禁じます。

※定期購読をご希望の方は編集事務局までお問い合わせください。

この広報誌は、競輪の補助金を受けて作成しました。
https://hojo.keirin-autorace.or.jp/

2019年1月発行

編集スタッフ 猪俣健一

 岩崎竜太

 田中苑子

アドバイザー 吉本　司

AD・D 高橋正二

表紙撮影 岩崎竜太

シクリスムエコーは、日本自転車競技連盟の広報誌として、これまでに229号
発行してきました。多くの競技結果やレース情報を愛好家の皆様にお届けして
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ルスポーツ」について取り上げたいと思っています。ご期待ください。
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応援にもっと熱が入る。臨場感がもっと増す。代表選手の
メンバーと、気持ちをひとつに。このTシャツを身にまとえば、
あなたもナショナルチームのメンバーだ。

ナショナルチームサイクルウェア

応援Ｔシャツを着てナショナルチームを応援しよう！
ナショナルチームの公式ジャージをイメージしたデザインで、吸湿速乾に優れる素材を使用。2019年1月オープンのJCF公式
通販サイトにて販売する予定です。詳細は、JCF公式サイト、公式ツイッター（@JCF_cycling）等でご案内します。

5,000円（税込）
ナショナルチームが日々着用する高品質スポーツウエアを提供するデサント社製オリジナル応援Ｔシャツが購入できます。

●サイズ：S～XO

応援にもっと熱が入る。臨場感がもっと増す。
そして、自分のサイクリングライフもちょっと変わる。
このTシャツを身にまとえば、
あなたもナショナルチームのメンバーだ。

ナショナルチーム 応援Tシャツ

応援Ｔシャツを着てナショナルチームを応援しよう！
ナショナルチームの公式ジャージをイメージしたデザインで、吸湿速乾に優れる素材を使用。2019年1月オープンのJCF公式
通販サイトにて販売する予定です。詳細は、JCF公式サイト、公式ツイッター（@JCF_cycling）等でご案内します。

5,000円（税込）
ナショナルチームが日々着用する高品質スポーツウエアを提供するデサント社製オリジナル応援Ｔシャツが購入できます。

●サイズ：S～XO

JCF公式

このTシャツ着たら、
ナショナルチームメンバーだ。

トラック競技
ブノワコーチも
お気に入り！

トラック競技
ブノワコーチも
お気に入り！
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